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「嵐
あらし

の中
なか

でイエスにより頼
たの

む」 

 

教皇フランシスコは、6 月 23 日（日）、バチカン

で正午の祈りの集いを行われた。 

年間第 12 主日、教皇は祈りに先立つ説教で、この

日の福音朗読（マルコ 4,35-41）、イエスが湖上

で突風を静めるエピソードを取り上げられた。教皇

の説教の要旨は次のとおり。 

 

 今日の福音は、イエスが弟子たちとティベリアス

湖で舟の上にいた時のエピソードである。突然の嵐

によって、舟は転覆しそうになった。眠っておられ

たイエスが、起き上がり、風を叱ると、すべてはま

た穏やかな状態に戻った（参照 マルコ4,35-41）。 

  

その日の夕方、舟に乗って「向こう岸に渡ろう」

と弟子たちに言われたのは、イエスご自身である。

彼らはベテランの漁師であり、そこは慣れ親しんだ

場所であった。それにもかかわらず、突風が彼らを困難に陥れた。まるで、イエスが彼らを

試されたかのようである。 

  

その間にも、イエスは彼らと共に舟におられ、落ち着いて、いや、それどころか、眠って

おられた。嵐が吹き荒れる中、イエスはその存在によって彼らを安心させ、励ましながら、

もっと信仰を持つようにと促し、危険の外に連れ出した。なぜ、イエスはこのような態度を

とられたのだろうか。 

  

それは、弟子たちの信仰を強めるため、彼らに勇気を与えるためである。実際、弟子たち

はイエスの力と、イエスがそばにおられることをより知ることになり、それは福音宣教上の

危険への恐怖をも含む、多くの障害や困難に立ち向かうための、強さと心構えを彼らに与え

た。弟子たちは、イエスと共にこの試練を超えたことで、これからもすべての人に福音をも
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たらすために、十字架と殉教に至るまでの、多くの困難に立ち向かうことができるようにな

るだろう。 

  

イエスは、わたしたちも同じようにされる。特にミサにおいて、イエスはわたしたちをご

自分のまわりに集め、御言葉を与え、ご自身の御体と御血で養ってくださる。そして、わた

したちが聞いたこと、受け取ったものすべてを生活の中で皆に伝えるために、わたしたちに

沖へ漕ぎ出すようにと励まされる。わたしたちはイエスの助けによって、よりイエスのもと

に固く一致し、その力に信頼することを学ぶだろう。 

  

ここで自問しよう。試練の時、これまでの人生で主の存在と助けを経験した時のことを思

い起こすことができるだろうか。何かの嵐がやって来た時、動揺するだろうか、それとも落

ち着きと平和を取り戻すために、祈りと、沈黙、御言葉の傾聴、礼拝、信仰の分かち合いの

中で、イエスにより頼むことができるだろうか。 

  

神の御旨を謙遜と勇気をもって受け入れたおとめマリアよ、試練の時、神に委ねることの

平安を、わたしたちに教えてください。       （バチカンニュースｈｐより抜粋） 

 

 

第 20 回 横浜教区 高校生大会 

 

横浜教区青少年委員会は下記の通り高校生大会を合宿形式で開催します 

 

日 時：日時：2024 年 8 月 12 日(月)～14 日(水) 

 

会 場：横浜雙葉学園中学校高等学校（横浜市中区

山手町 88） 

対 象：高校生 

参加費：8000 円 

主 催：横浜教区青少年委員会 

担当司祭：鈴木真神父 (山手教会）保久要神父 (雪

ノ下教会) 谷脇慎太郎神父(横浜司教館) 

申 込： QR コードからアクセスし申込フォーム

に必要事項をご記入ください。 

締め切り：7月 31 日（土）厳守！ 

問 い 合 わ せ ： 教 区 青 少 年 委 員 会  E-mail: 

youth3yokohama@gmail.com 
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1 教会
きょうかい

委員会
いいんかい

  

7 月１４日（日）11：30 ～ サンタルチア講堂にて教会委員会が行われます。 

※当日参加できない場合は、代理の方に出席をお願いしてください。 
 
 

2 墓地
ぼ ち

管理
か ん り

委員会
いいんかい

 

 

墓地の共同清掃について 

毎年、多くの皆様のご協力をいただいており、ありがとうございます。 

暑い中での作業となり誠に恐縮ですが、本年も引き続きよろしくお願いします。 

なお、コロナの感染状況により中止の可能性もあります。 

・7 月 27 日（土）15：30～17：30  

雨天の場合は、8 月 3 日（土）同時刻 

問い合わせ   木村 090-8031-9608  宮澤 090-1808-9718 

 

3 横浜
よこはま

教
きょう

区
く

一粒会
いちりゅうかい

大会
たいかい

のおしらせ 

◇テーマ「わたしたちについてきなさい。人間をとる漁師にしよう」（マルコ1.17）  

一粒会は、司祭の召命と成聖のための教区の事業に協力することを目的とします。 

◇日時 2024 年 10 月 14 日（月）スポーツの日 

 12:00～15:00（11：００から受け付け開始）  

◇会場 カトリック松本教会 住所 長野県松本市丸の内9-32  

・会場である松本教会の収容人数が約140人と手狭のため、各地区（16地区）ご

と参加上限を司祭を含め5名とさせていただきます。 

・当日は YouTube にて大会の様子を配信いたします。一堂に会することはでき

ませんがそれぞれの地でこころをあわせていただければ幸いです。 

※YouTube のアドレスは後日お知らせいたします。教区ホームページにも掲載い

たします。山梨地区の貸切バスはございません。個人参加にてお願いいたします。 

大会参加希望の方は、一粒会山梨地区本部委員 今井 繁までお願いいたします。

（josemaria.shige@gmail.com） 

4 地域
ち い き

福祉
ふ く し

委員会
いいんかい

 

毎月第１日曜日 9：00～教会の庭等の草刈りを行います。ともに活動していただける

参加者を募集しています。  

 

2024 年 平和旬間 「長崎の鐘」上映会と祈りの集いを開催します。 お知り合いの方々

をお誘い頂き、ご参加頂ければうれしく存じます。 

mailto:josemaria.shige@gmail.com
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 １．日時 2024 年 8 月 11 日(日） 13 時～15 時 

 ２．会場 甲府カトリック教会 サンタルチア講堂 

 ３．上映する映画 「長崎の鐘」 

 ４．定員 50 名 

 ５．申し込み方法：センター入口の掲示板に申込用紙へのご記入又は地域福祉委員会 

事務局(木村 090-8031-9608）までお願い致します。 

 ※映画「長崎の鐘」1950 年松竹作品、長崎で被爆した放射線医師 永井隆博士 の著

作「長崎の鐘」の映画化、藤山一郎のヒット曲「長崎の鐘」は、現在も多くの人々に

歌い続けられています。永井博士のカトリック教徒としての信条「医師は病人のため

にあるように真の宗教は、心の癒しを求める罪人のためにある」、「愛は隠れて行うも

の」ということが全体に著された作品である。また、占領下で反戦・反核を写し、「い

のち、そして平和の尊さ」を訴えた「不滅の愛」の映画です。 

 

5 きずなの会
かい

             お休み 

6 典礼
てんれい

委員会
いいんかい

     7 月 20 日（土）  ９：３０ ～ センターホール 

7 墓地
ぼ ち

管理
か ん り

委員会
いいんかい

   7 月 20 日（土）  11：00 ～ センターホール 

8 地域
ち い き

福祉
ふ く し

委員会
いいんかい

   7 月 21 日（日）  11：30 ～ サンタルチア講堂 

9 墓地
ぼ ち

清掃
せいそう

      7 月 27 日（土）  15：30 ～ カトリック教会墓地 

10 広報
こうほう

委員会
いいんかい

     7 月 28 日（日）  11：30 ～ センターホール 

 

 

サンタルチア講堂 

 

「1956年12月15日甲府教会おいても信者の大きな

集会場としてサンタルチア講堂が完成。この講堂の建設

費用は、イタリアの信者から特別に集められた献金によ

るものであった。このようにイタリア人の祈りと犠牲の

協力によって県内各地の教会施設は整備拡張されてい

った。」「特筆すべきことは富士吉田教会の古い建物の解

体に甲府刑務所が2週間受刑者を派遣して協力してく

れたことである。現在のサンタルチア講堂は、その時の

材料で建てられたものである。」              

 

（山梨県カトリック宣教100年誌より抜粋） 
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「１９６８年発行教会だより」 

信徒様から貴重な資料提供していただきましたので掲載いたします。 

５６年前の「教会だより」です。（この完成度には感服いたします。広報委員会 編集部） 
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５６年前の「教会だより」 
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５６年前の「教会だより」 
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幼児洗礼 
6月9日 ジャイメ コェーリョ神父様司式のミサの中で幼児洗礼式が行われました。 

アイコ デカマルゴ ミノダちゃん（１才４カ月）おめでとうございます。 

 

入信式 

６月１６日ミサ後、芹沢神父様司式にて入信式が行われました。 

タチアナ サントス かたひらさんおめでとうございます。 
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月定献金振込先（教会維持費） 
山梨中央銀行 本店営業部 普通預金 188674 
 
墓地・納骨堂管理費振込先（ 毎年 1 月～5 月中に） 

山梨中央銀行 本店営業部 普通預金 1402890 

受取人（宗）カトリック横浜司教区甲府カトリック教会 

 

 

７月 ５日（金） 初金
はつきん

  9：３０ ミサ  

７月 ７日（日） 年間
ねんかん

第
だい

14主
しゅ

日
じつ

 

１０：３０ 

１４：００ 

ミサ  

 

ベトナム語ミサ（tiếng Việt） 

7月 14日（日） 年間
ねんかん

第
だい

15主
しゅ

日
じつ

 

１０：３０ 

１５：００ 

ミサ  

（教会委員会） 

ポルトガル語 （Português） 

7月 21日（日） 年間
ねんかん

第
だい

16主
しゅ

日
じつ

 

１０：３０  

１２：３０  

ミサ  

 

韓国語ミサ （ 한 글 ） 

7月 28日（日） 年間
ねんかん

第
だい

17主
しゅ

日
じつ

 

１０：３０ 

１４：００  

ミサ  

 

英語ミサ （English） 

8月  2日（金） 初金
はつきん

  9：３０ ミサ  

8月  4日（日） 年間
ねんかん

第
だい

18主
しゅ

日
じつ

 

１０：３０ 

１４：００ 

ミサ  

 

ベトナム語ミサ（tiếng Việt） 


